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岡崎市

大府市

空気質指数（ Air Quality Index (AQI)）または大気質指数とは、いくつかの国や地域で採用されている大気汚染の程度を示す指標である。

大気汚染物質：PM2.5、PM10、一酸化炭素、二酸化硫黄、
二酸化窒素、対流圏オゾンの事を言う。

8月21日(月)の蒲郡のAQI

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%B0%97%E6%B1%9A%E6%9F%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8C%87%E6%A8%99


空気品質 AQI一覧表

AQIの定義は、健康への影響度に応じて0から500の数値へ恣意的に振り分けたものとなります。



https://aqicn.org/map/world/

空気品質が良い ←ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー→ 空気品質が悪い
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https://news.yahoo.co.jp/byline/katayamayukiko/20230107-00331759

毎年世界中の気温は上昇し、地球温暖化している。

気温上昇

気温偏差

2019年から4年連続で記録的な高温

1898年から2022年まで年々増加

北半球

南半球

世界・日本の気温上昇



https://www.mofa.go.jp/mofaj/kids/ranking/co2.html

CO2

（注）燃料燃焼による二酸化炭素排出量

出典：総務省統計局「世界の統計2022」

https://www.ecology-plan.co.jp/information/34392/
株式会社エコ・プラン引用
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排出量ランキング

https://www.mofa.go.jp/mofaj/kids/ranking/co2.html
https://www.stat.go.jp/data/sekai/0116.html
https://www.ecology-plan.co.jp/information/34392/


当社も２年前(2021年)に、2030年には13,000円超えという資料

を作ったが、2023年で15,600円を超えてしまった。

https://sustainablejapan.jp/2023/02/23/eu-repowereu-2/82286

EU-ETSの2021年統計

EU排出権取引金額

https://sustainablejapan.jp/2023/02/23/eu-repowereu-2/82286


https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/SME/pamphlet/pamphlet2022fy01.pdf

※一部抜粋

経済産業省



工場内の環境温度

工場内の環境温度が高くなってくると、作業員の健康に大きな影響を

及ぼす事になる為に、十分な注意が必要である。

比較的多い工場内環境

温度



暑さ指数(WBGT)
暑さ指数（WBGT（湿球黒球温度）：Wet Bulb Globe Temperature）

熱中症を予防することを目的として1954年にアメリカで提案された指標です。 

単位は気温と同じ摂氏度（℃）で示されますが、その値は気温とは異なります。

屋内：「WBGT値＝0.7×湿球温度＋0.3×黒球温度」



工場内の粉塵濃度

アメリカ ACGIH オイルミスト基準値：5mg/m3以下

日本産業衛生学会勧告値  ：労働JIS K2241規定の切削油剤では

 3mg/m3以下。

某社の潤滑油：潤滑油に用いている鉱油系基油の場合は、ミスト(気体中の

小さい液体粒子)での規制を勧告しており、鉱油ミストとして

3mg/m3以内を許容濃度としています。潤滑油を使用する

作業環境上では、ミストの発生を極力抑制するとか、発生源の

密閉化や排気を行う必要があります。

某自動車会社：目標値として0.5mg/m3以下

（オイルミスト濃度）

濃度



室内空気条件
（空気調和・衛生工学会規格

HASS1001-1997) オイルミスト濃度別視界状況

参考：工場内喫煙室
（喫煙人数が多く、少し煙った喫煙室は、

おおよそ 3.0mg/m3 の状態にある。）

濃度 工場内の粉塵濃度



工場内の粉塵濃度
（オイルミスト）

1.1mg/m3以上 0.95～1.09mg/m3

0.5～0.64mg/m3 0.65～0.79mg/m3

0.8～0.94mg/m3

0.2～0.34mg/m3

0.35～0.49mg/m3 0.5～0.64mg/m3 0.65～0.79mg/m3

0.8～0.94mg/m3

オイルミストコレクターのフィルター交換直前 オイルミストコレクターのフィルター交換直後 交換後から一か月経過

面積：1,600m2（40m×40m）

工場内管理濃度：0.5mg/m3

当社のオイルミストマップ

濃度

OK

NG



北里大学医学部衛生学より引用 

近年、金属加工業や印刷業に従事している者の内、オイルミストに暴露されている作業者に、
皮膚，陰嚢，呼吸器の炎症や悪性腫瘍の発生が増加している。

皮膚に対するオイルミストの直接的障害作用として、第一に接触皮膚炎が挙げられ、長期暴
露によって皮膚癌や陰嚢癌が発生する。

また、オイルミスト暴露者と非暴露者で、鼻閉感，鼻腔内不快感，鼻腔内掻痒感等の上気
道の自覚症状や、皮膚，陰嚢，呼吸器系障害等の他覚的症状の発現に明らかな差異が
認められると言う報告が漸次増加して来ている。

更に、同じ暴露者でも、高濃度暴露者と低濃度暴露者と対比したとき、上記自・他覚的症
状の発現は、前者でより強く認められるという。

例）カナダの縫製産業従事者についても同様の報告がされているが、オイルミスト成分中の
polycyclic aro-matic hydrocarbons(PAH)は生体内では発癌促進因子として作用す
るという。即ち、PAHを含んだオイルミストのエアゾルの許容濃度は現在5mg/m3とされてい
るが、今後さらに検討されるべきであると警告を発している。 

オイルミストの種類によっても作業者の暴露反応では相違が見られるものの、いずれにせよ作業
環境の良い、つまりオイルミストが浮遊していないクリーンな環境こそが質の良い職場環境と
言えるのではないだろうか？

職業病 オイルミストの人的な害



＜本文献での患者の状態＞

受診の数週間前から切削油を用いる作業が頻回で、作業に伴う咳嗽や息切れを度々自覚して
いたが、マスクを着用せず、室内の換気にも注意を払っていなかった。結果タングステンによる上葉
の細気管支炎，下葉は超硬合金肺に， グラム陰性桿菌の含まれる切削油を吸入して引き起
こされた急性の過敏性肺炎を合併していたと考えられた。休職のみでの経過観察、その後は防
塵マスクや十分な換気により、１年以上経ても再燃していないとの事。

急性過敏症肺炎とは？

肺にある小さな空気の袋（肺胞）や最も細い気道（細気管支）の内部や周囲に発生する炎
症で、細菌やウィルスなどの病原体が原因でなく、有機物の粉塵や化学物質（これらを抗原と
呼ぶ）を繰り返し吸い込んだことによるアレルギー反応が原因となります。息切れ、せき、発熱と
いった症状が見られ、抗原を避けることにより、改善するが、長期間抗原に曝露されていると炎症
が慢性化し、肺がどんどん固くなる。

超硬合金肺とは？

タングステン、コバルト、ニッケル等を含む超硬合金の粉じんを吸入することにより発症する肺病変
で、超硬合金製造工場、超硬合金工具の切削研磨作業所、ダイヤモンド工具作製作業所な
どで発生する。

工場作業者の持続的な健康は普段の食生活管理以外にも長い時間滞在する

工場内の作業環境に大きく起因していると言える。

＜共同製作＞
東邦大学医療センター大森病院呼吸器内科、独立行政法人労働者福祉機構関東労災病院病理診断科、
独立行政法人国立病院機構西新潟中央病院呼吸器内科、東邦大学医療センター大森病院病院病理部

職業病 オイルミスト吸引による
病気発症例



環境温度と粉塵濃度の密接な関係

工場内にオイルミストが漂っている場合に、社内基準の粉塵濃度以下に

する為に、上部に排気ファン設けて工場外に排出するようなシステムを

組み、粉塵濃度を下げている。

排気量（■■）を工場外に放出すれば、同じ量の給気量（■■）を

工場内に入れ込まなくてはならない。

夏場はその入れ込む給気量（■■）も冷却する必要があり、電気代も

莫大なものとなる。

また、多くの工場では、

工場内環境が悪い⇒排気量を増やす⇒空調が足らない⇒空調機増加

この繰り返しを行っている工場が多いように見受けられる。

温度

濃度
◆工場あるある



ポイント：発生源から熱を断つ！

そこで今回の

これが一番効果的なカーボンニュートラルである。



熱の発生源対策でカーボンニュートラル

工場内上部に空調機を設置して大空間を空調

熱の
発生源
対策

熱の
発生源
対策

熱の
発生源
対策

熱の発生源対策を行い、作業エリヤのみ空調

電気代大 電気代小

熱

熱

熱



名古屋大学との共同研究
当社と

ソフトを共同開発して熱の見える化を実現。



発生源対策製品

加工機からのオイルミストを除去

加工機からの熱を除去

エクォファース

旋盤機 プレス機 研磨機

ミスト・熱の発生装置 ミスト・熱の発生装置 ミスト・熱の発生装置

ミストと熱の同時

発生源対策機器熱の発生源対策機器

エクォア

特許出願番号：2022-015621

当社のカーボンニュートラル製品



当社カーボンニュートラル製品の詳しい説明は、別途お問い合わせください。



条件：当社エコリンガーとフィルター式ミストコレクター

電動機（エコリンガー、フィルター式共に1.5kW）

稼働時間：12時間/日，22日/月，12ヶ月/年

電気代：30円/kw

フィルターは２ヶ月に１回交換（20万円/回・台）

風量減少による電力低下係数：0.50

1 ２ ３

１ ２ ３＋ ＋

差額
3,500
万円

差額
1億

1,000
万円

差額
1億

1,700
万円

差額
713
万円

0.2～
0.34mg/m3

0.35～
0.49mg/m3

工場基準を維持するための

差額
1億

4,487
万円

差額
1億
287
万円

差額
1億
987
万円

（台数100台）

OK

NG

５年間の合計差額：５億7,000万円

（１台当たり実に570万円）

当社と他社のコスト比較



s.matsushima@hidec-82.co.jp

お問い合わせ
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